
 

 

            

 

 

療養病棟の仕事について 

 事務長 須藤 篤 

 

 

医療制度改革により、医療の必要性が低い

社会的入院をなくし、医療費の削減を進める

という目的で、現在全国に約 38 万床ある療

養病床が平成 24 年 3 月までに大幅に削減さ

れることが決まっており、当院に於きまして

も一般病床 102 床、療養病床 298 床を確保

し、医療や介護体制がどのように転換してい

くのか不透明な部分もあり今後の動向に注

目しています。 

今回は当院の療養病床で看護や介護を行

っています仕事について少しご説明をさせ

て頂きます。 

療養病床とは病状が安定し急性期の治療

の必要性が少なく、入院して療養する必要が

あり、患者様に快適な療養生活を送っていた

だけるよう、配慮されている病棟で主に慢性

期の疾患を扱う病床のことです。長期にわた

り療養をすることができるよう、一人当たり

の居住面積も広くなっており、快適な入院生

活を提供させて頂いております。また、機能

訓練室などの設備を充実させたリハビリテ

ーションや多目的ホールなどが設置されて

います。 

療養病床での看護師や看護助手は、食事や

入浴の介助、身体を動かすのが困難な患者様

の体位交換、身支度の手伝いなど、生活のサ

ポートを行います。治療だけでなく、長期入

院における「生活」の場として、より良い環

境空間を作ることも重要で、入院患者様のレ

クレーションにも積極的に取り組み、特に、

7 月の七夕の催し、9 月の敬老の日の催し、

12 月のクリスマス会の催しなど年間の予定

を決めて家庭的な雰囲気で行っています。ま

た、お誕生日を迎えられた入院患者様にはお

花のプレゼントも行っています。常に、職員

はいつも明るく接し、患者様とコミュニケー

ションやスキンシップを大切に心がけてい

ます。 

意思疎通の困難な患者様も多い傾向にあ

り、患者様の意志や状態を把握する観察力が

必要とされ、いつも近くで接することのでき

る看護師が患者様の状態をよく把握し、一日

も早く、元の生活を取り戻し、家庭復帰がで

きるよう環境の調整を行い医師や他の職員

とも連携を図っています。 

どうか、看護や介護の事でご不明な点がご

ざいましたら一度ご相談下さい。宜しくお願

い致します。

 

 

高校野球の季節 
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          泌尿器科 長谷川 信雄 

 

熟年男性の半数が悩んでいる成人病だとさ

え言われる“前立腺肥大症”。 

＜症状は？＞ 

「オシッコが出にくい」「先程したばかりな

のにまた行きたくなる」「残尿感がある」・・・・・

こんな会話を耳にしたことはありませんか？ 

これが前立腺肥大症の症状です。内容からあ

まり他人には言いたくない、病院に行って診て

もらうのも気恥ずかしい感じがする。いまのと

ころは日常生活にも大きな支障はないし、と考

えている人が案外多いようです。 

ところがこの病気は熟年男性の半数以上が

悩んでいる成人病だ、とさえ言われています。

進行すると尿が出せなくなったり、尿毒症の危

険もある病気です。放置すると大変なことにな

ります。 

 

 

＜治療は？＞ 

前立腺肥大症に対する従来の治療には、薬に

よる治療、開腹手術もありますが、薬は飲み続

けないといけないし開腹手術は負担が大きい

し・・・・・といった問題があります。 

数ある治療法の中で快癒率が最も高く、傷も

残らず、性的機能も障害を受けず、多くの面で

患者さんの負担を軽減できるのが、内視鏡によ

る経尿道的前立腺切除治療(TUR-P)です。 

「患者負担をより軽く」がモットーです。 

オシッコが出にくくてお悩みの方は、当院泌

尿器科にご相談ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

誌上医療講座 

＜医療安全標語 入選作＞ 

       これでいい？ あなたが命を左右する 



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  

 

 

 
部署紹介  5 病棟 

  5 病棟は最上階にあり、窓から見える景色の素晴

らしいこと。 

遠くは伊吹山をのぞみ、四季で変わりゆく山々の

新緑、桜、紅葉はまるで絵を見ているようです。 

 

＜春の伊吹山を望む＞     

夏の夜空では、愛荘町の花火も眺められます。 

そんな環境のもと、患者様とのコミュニケーション 

を大切にしながら、スタッフ一同協力し合い安心し    

て療養生活を送って頂けるよう心掛けております。   

  

 
旬の食材を使ったレシピ紹介             栄養管理科 

今年も暑い夏がやってきましたが、皆さん暑さに負けていませんか？暑さに打ち勝つために

は、ピーマン、トマト、オクラ、キュウリ、ナスなどの栄養豊富な夏野菜が効果的です！ 

今回は、当院の食事メニューより、いんげん豆とトマトを使った簡単なレシピを紹介します。 

 

 

【作り方】 

１．いんげん豆は 3cm 程に切り、ゆがく。トマトは 1cm 角に、 

玉葱は薄くスライス、人参は千切りにしてゆがく。 

２．ドレッシングで和えれば、できあがり！ 

 

 いんげん豆に含まれるたんぱく質には米には少ないアミノ酸が 

含まれています。カロチン、ビタミン B1、鉄が含まれていて、 

疲労回復や貧血予防になります。さやには食物繊維が豊富なので便秘予防にもなります！ 

トマトにはビタミン C やカロチンが豊富に含まれていて、夏バテ予防や疲労回復効果があり

ます！旬の野菜を食べて、元気に暑い夏を乗りきりましょう♪ 

 

 

 

 

 

  

 

 

 【材料】1 人分 34kcal 

いんげん豆    40g 

トマト      15g 

玉葱       20g 

人参       10g 

和風ドレッシング 10g 

 

 

 

＜食事前の体操＞ 

 食事の準備段階として 

大切にしています 

いんげん豆とトマトのサラダ 



 

 

 

 

 

 

                    

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

診療科目：内科・外科・整形外科・泌尿器科・皮膚科・ 

耳鼻咽喉科・リハビリテーション科 

人工透析センター 

診療時間：午前診察   9：00～11：30 

     午後診察  13：30～16：00 

診察日 ：月～金  午前診察・午後診察 

      土   午前診察 

※ 日曜日・祝日は休診 

*^_^*  

  

 昨年、全滅してしまった中庭の

金魚・・・ 

今年は沢山の卵が孵りました。 

 ご希望の方は職員まで・・・ 

先日、安土のシルバーさんに敷地内

の葉刈りをして頂きました。 

熱い中お疲れ様でした。 

 

 

 

〒529-1445  

東近江市五個荘清水鼻町 95 番地  

TEL 0748-48-5555 

FAX 0748-48-5556 

E-mail  kanzakihp@po.bcap.co.jp 

URL  http:/www.bcap.co.jp/kanzakihp/ 

＜地域連携室＞ 

 TEL  0748-48-5558 

  FAX  0748-48-5722 

 

 ボーリング同好会の大会が行われました。 

  優勝 中村さん（リハビリ） 

      「イヤ～いつものことです」 

 準優勝 福島さん（事務） 

      「信じられません！」 

第３回 公開講座 

日時 ８月２３日（土）１４時～１５時 

場所 ２階 会議室 

内容 「食事管理で脱メタボ」 

講師 本院管理栄養士 

申込 地域連携室まで 当日参加 OK 

興味のある方ならどなたでも歓迎です！ 
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